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56,320 nfである。ハナショウブは約250品種 5万株が 

あり、スイレンは約10種、ハスは大賀バス・中日友誼蓮 

・原始蓮• 茶椀蓮など約20品種がある0

•湿生植物フイリフトイ、イグサ、タテジマフトイ、 

アンべ’ライ、サンカクイ、キンコウカ、サワギキョウ、 

ショウブ、フイリショウブ、セキショウ、サギソウ、ハ 

ンゲショウ、 ミズオトギリ、 ミソハギ、エゾミソハギ、

トクサ、アキタブ牛、クログワイ、 ミズキンバイ、エン 

コウソウ、 ミズタガラシ、カキツバタ、フイリカキツバ 

夕、ノハナショウブなど。

抽水植物ミクリ、ウリカワ、アギナシ、オモダカ、 

ヤエオモダカ、アオグワイ、サジオモダカ、ヘラオモダ 

力、コナギ、フイリガマ、 ヒメガマ、 ミツガシワ、コウ 

ホネ、ベニコウホネ。

浮葉植物アサザ、オニバス、 ヒツジダサ、ガガブタ、 

トチカガミ、 ヒシ、 ヒメビシ、オニビン、ジュンサイ、 

デンジソウ。

沈水植物セキショウモ、ネジレモ、エビモ、ササバ 

モ、ガシャモク、ヤナギモ、マツモ、フサモ、ホザキノ 

フサモ、クロモ、 トリゲモ、イバラモ、シャジクモなど。

食虫植物ムジナモ、タヌキモ、イトタヌキモ、コタ 

ヌキモ、モウセンゴゲ、コモウセンゴケ、イシモチソウ、 

ミミカキダサ、ムラサキミミカキダサ、ハエジゴク、サ 

ラセニアハイブリッド、フタマタモウセンゴケ、 ヨツマ 

タモウセンゴケ、ナガバイシモチソウ0

帰化および外国産水草ハイドロコチレ、ウォーター 

ポッピー、 ミズカンナ、シュロガヤツリ、ハ'ラグアイオ 

ニバス、オランダガラシ、オオフサモ、オオカナダモ、 

コカナダモ、 レッドグラス、セイヨウミズユキノシタ、 

ボンテデリア・コーダータ、エキノドラス・ラジカンス、 

ウォータークローノ< 一 0

これらは、すべて屋外の池や円形の水槽（直径3 m、 

水深40cm)で栽培されている。小規模ながら、野外でム 

ジナモやハエジゴク、ヨツマタモウセンゴケ、ガシャモ 

クなどが順調に生育しているのは特に注目してよいと思 

う。水生植物園の今後のますますの発展を、水草研究会 

としても期待したい。 （大 滝 末 男 記 ）
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園芸家のためのスイレン類の概説書である0 スイレン 

と人間との古いかかわりの歴史、その形態的特徴などに 

ついて簡略に述べたあと、自生種や栽培品種を多く取り 

あげ解説を付してぃる。新しい品種がつくられた交雑の 

歴史なども記述して、最後は池の作り方と栽培法につい 

てかなり詳しくふれている。この本で扱われている“ス 

イレン”は N ym phaeaが中心であるが、Nuphar, 

Nelumbo, Victoriaなどにも何ページかがさかれてい 

る。 （角 野 ）
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